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─────────────────────────────────────────── 

令和２年 ９ 月 宇 美 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第５日） 

令和２年９月１８日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

 提出された案件は次のとおり 

 日程第１ 認定第１号 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第２ 認定第２号 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第３ 認定第３号 平成３１年度宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

 日程第４ 認定第４号 平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算

認定について 

 日程第５ 認定第５号 平成３１年度宇美町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第６ 報告第１号 平成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不足比率について 

 追加日程第一 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 追加日程第二 発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に

対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 

 日程第７ 閉会中の所管事務調査について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 認定第１号 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第２ 認定第２号 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第３ 認定第３号 平成３１年度宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定について 

 日程第４ 認定第４号 平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算

認定について 

 日程第５ 認定第５号 平成３１年度宇美町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第６ 報告第１号 平成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不足比率について 

 追加日程第一 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 追加日程第二 発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に

対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 

 日程第７ 閉会中の所管事務調査について 

────────────────────────────── 
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８番 黒川  悟         ９番 脇田 義政 
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議会事務局長 川畑 廣典              

    書記 太田 美和     書記 中山 直子 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 木原  忠     副町長 ………………… 髙場 英信 

教育長 ………………… 佐々木壮一朗     総務課長 ……………… 佐伯 剛美 

危機管理課長 ………… 藤木 義和     財政課長 ……………… 中西 敏光 

まちづくり課長 ……… 丸田 宏幸     税務課長 ……………… 江﨑 浩二 

会計課長 ……………… 瓦田 浩一     住民課長 ……………… 八島 勝行 
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町制施行１００周年事業推進事務局長 ……………………………………… 安川 茂伸 

────────────────────────────── 

10時00分開議 

○議会事務局長（川畑廣典君）  起立願います。礼。おはようございます。着席願います。 

 お手元に本日の議事日程第５号と決算審査特別委員会審査報告書をお配りしておりますので、

御確認を願います。 

○議長（古賀ひろ子君）  改めまして、おはようございます。本日の会議を開きます。 
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 お諮りします。本日までに、諮問案１件、発議１件の２件を受理していますので、追加議題と

いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

 以上２件を追加議題とすることに決定いたしました。 

 なお、本日の議事日程に上げています。よろしくお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．認定第１号

日程第２．認定第２号

日程第３．認定第３号

日程第４．認定第４号

日程第５．認定第５号

○議長（古賀ひろ子君）  では、日程第１、認定第１号 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定についてから、日程第５、認定第５号 平成３１年度宇美町一般会計歳入

歳出決算認定についてまでを一括議題といたします。 

 会議規則第４１条第１項の規定により、本案について、委員長の報告を求めます。 

 飛賀決算審査特別委員会委員長。 

○決算審査特別委員会委員長（飛賀貴夫君）  改めまして、おはようございます。決算審査特別委

員会審査報告を行います。 

 宇美町町議会議長古賀ひろ子殿。決算審査特別委員会委員長飛賀貴夫。決算審査特別委員会審

査報告書。 

 本委員会に付託の審査事件について、会議規則第７７条の規定により下記のとおり報告します。

委員会開催日、令和２年９月１０日、１１日、１５日。 

 事件の名称、認定第１号平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て。 

 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計の歳入歳出決算については、歳入総額４億

４,００１万８,９５５円、歳出総額４億１,９５５万９,８６１円で、２,０４５万９,０９４円の

黒字決算です。 

 歳入は、１款後期高齢者医療保険料３億１５１万５,０７３円、３款繰入金１億１,８７６万

３,６０８円、４款繰越金１,９５０万５,６１４円が主なものです。 

 ３款繰入金の内訳については、福岡県後期高齢者医療広域連合に対する事務費負担金等を含む

職員給与費等繰入金及び低所得者に対する保険料軽減措置による減収額を補 するための保険基
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盤安定繰入金です。 

 歳出の１款総務費１,５７１万４,３０１円は、職員２名分の人件費、被保険者証、賦課通知書

の郵便料などです。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は４億３６０万４,５８０円で、その内訳は保険料負担金

分３億４９万１７３円、広域連合事務費負担金分７４１万７６２円及び保険基盤安定負担金分

９,５７０万３,６４５円となっています。 

 審査では、１人当たりの医療費が高額な要因、医療費抑制のための健康づくり事業の強化、高

額滞納者の現状、レセプト点検から医療費抑制につながる事業展開などについて質疑がありまし

た。採決の結果は認定とするものと決したことを報告します。 

 次に、事件の名称、認定第２号 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について。 

 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計の歳入歳出決算については、歳入総額３９億

１,１７８万１,７００円、歳出総額３７億９,５４１万３９５円で、１億１,６３７万

１,３０５円の黒字決算となっています。 

 歳入では、１款国民健康保険税は７億３,８４９万８,９１４円、４款県支出金は２７億

８,４００万６,８９９円、５款一般会計からの繰入金は３億３,３０１万６,４７５円、７款諸収

入は５,４７２万２,７１２円です。 

 歳出では、１款総務費５,２３９万２,３９６円で、総務管理費、徴収費、運営協議会費となっ

ています。 

 ２款全体の７０.５％を占める保険給付費は、２６億７,５７３万８,８７６円です。 

 ３款国民健康保険事業費納付金１０億１,８００万７,３８５円は、県が国保財政運営の主体と

なったことによる歳出となっており、６款保健事業費は２,４９０万９２１円、８款諸支出金は

３２８万７,７９０円です。 

 ９款繰上充用金は、前年度赤字額２,１０８万２,２４７円を補 したものです。 

 審査では、レセプト点検事務委託料の委託先及び内容、収納業務委託料の内容及び拡充、滞納

の今後の見通し、滞納者への強硬徴収、審査支払手数料とレセプト点検委託料の違い、出産育児

一時金の減少理由、特定健診の受診率低下による医療費の増加、後期高齢者医療費と国民健康保

険事業費納付金の関係、特定保健指導の指導状況、不納欠損の時効分の内容、オンライン資格確

認の内容と効果などについて質疑がありました。採決の結果は、認定するものと決したことを報

告します。 

 事件の名称、認定第３号、平成３１年度宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定につい

て。 
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 平成３１年度宇美町上水道事業会計の決算は、収益的収支では、収入総額８億５３万６,６５９円

で、営業収益７億５,５０４万３,５３５円は給水収益、手数料及び雑収益です。営業外収益

４,５４９万３,１２４円は、他会計負担金、給水申込負担金及び長期前受金戻入です。 

 支出総額は、６億６,７７２万２,９５４円で、営業費用６億２,３６６万４,６６０円は、経常

的経費のほか受水費、減価償却費などです。営業外費用４,３４３万３,７５７円は、企業債利息

及び消費税、特別損失６２万４,５３７円は、貸倒引当金繰入額です。 

 資本的収支の収入総額１億９７０万３,２２２円は、工事負担金及び固定資産売却代です。 

 支出総額は、４億３,４００万３,５９３円で、企業債償還金１億１,２００万３,３７３円は元

金償還金、改良費３億２,２００万２２０円は固定資産購入費、原水浄水設備工事費、配水設備

工事費です。また、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億２,４３０万３７１円

は、損益勘定留保資金などで補 されています。 

 平成３１年度は１億１,５１２万４,２８５円の純利益を計上し、前年度繰越利益剰余金

７,５４０万７,０３３円に純利益を加えた額１億９,０５３万１,３１８円の未処分利益剰余金を

生じました。この未処分利益剰余金については、剰余金処分計算書（案）のとおりの処分後残高

を繰越利益剰余金として、翌年度への繰越しとなっています。 

 審査では、自己水源率の動向、企業団からの受水量の見直し、改良工事契約の落札率、収納率

の向上への取組、コロナ禍における水道使用料の徴収猶予及び減免の考え方などについて質疑が

ありました。採決の結果は、認定とするものと決したことを報告します。 

 事件の名称、認定第４号、平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決

算認定について。 

 平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計の決算は、収益的収支では、収入総額８億

９,８３２万７,５９４円で、営業収益７億２,４１９万７,２６０円は下水道使用料、他会計負担

金及び手数料です。 

 営業外収益１億７,３６６万１,９９４円は、長期前受金戻入、雑収益及び引当金戻入益です。 

 特別利益４６万８,３４０円は、公営企業法適用開始時点の未収金である平成２７年度末の下

水道使用料、下水道事業受益者負担金の滞納繰越額の収入分です。 

 支出総額８億７,２０６万８,１２０円で、営業費用７億２,７０４万３,９７８円は経常的経費

のほか流域下水道維持管理負担金、減価償却費などです。 

 営業外費用１億４,５０２万４,１４２円は、企業債利息及び消費税です。 

 資本的収支は、収入総額７億３,７９９万９,６００円で、企業債３億５,８８０万円、他会計

負担金１億１,２００万円、基金繰入金１億４,６００万円、補助金８,３３０万円及び負担金

３,７８９万９,６００円です。 
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 支出総額は９億６,６７５万７,２３７円で、建設改良費３億７,８３９万３,３０９円、企業債

償還金５億８,８３６万３,９２８円です。また、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額２億２,８７５万７,６３７円は、損益勘定留保資金などで補 されています。 

 平成３１年度は２,８５７万５,８１０円の純利益を計上し、前年度繰越利益剰余金１,４６５万

７,６３５円に純利益を加えた額４,３２３万３,４４５円の未処分利益剰余金を生じました。こ

の未処分利益剰余金については、剰余金処分計算書（案）のとおり、処分後残高を繰越利益剰余

金として、翌年度への繰越しとなっています。 

 審査では、企業債の借換え及び交付税措置、建設工事の国庫補助金対象範囲、受益者負担金及

び下水道使用料の不納欠損状況などについて質疑がありました。採決の結果は、認定するものと

決したことを報告します。 

 事件の名称、認定第５号、平成３１年度宇美町一般会計歳入歳出決算認定について。 

 平成３１年度宇美町一般会計の歳入歳出決算については、歳入総額１３１億７,３４７万

７,４６４円、歳出総額１２７億６,４２７万２,７０８円で、形式収支から翌年度へ繰り越すべ

き財源を差し引いた実質収支は、３億１,８５０万６,７５６円の黒字決算です。 

 歳入では、１款町税は３７億５,２４２万７,０７２円で、町民税１８億７,２６２万

１,４９９円、固定資産税１５億２,８１３万９,７５６円、軽自動車税１億２５１万５,３９１円、

町たばこ税２億４,９１５万４２６円です。 

 ２款地方譲与税は９,０９４万４,００９円、３款利子割交付金は２６０万３,０００円、４款

配当割交付金は１,４９１万３,０００円、５款株式等譲渡所得割交付金は９０９万１,０００円、

６款地方消費税交付金は６億２,２６８万６,０００円、７款自動車取得税交付金は２,２７２万

６,７９１円、８款地方特例交付金は１億２５６万６,０００円です。 

 ９款地方交付税は２６億１,２６１万９,０００円で、普通交付税２３億２,８１１万

２,０００円、特別交付税２億８,４５０万７,０００円です。 

 １０款交通安全対策特別交付金は５１７万１,０００円となっており、１１款分担金及び負担

金１億４,６４８万４,５４１円は民生費負担金が主なものです。 

 １２款使用料及び手数料１億７,９４４万５９１円は、公営住宅使用料を含む土木使用料、塵

芥処理手数料を含む衛生手数料などが主なものです。 

 １３款国庫支出金は２０億８,１９７万６０６円で、国庫負担金１３億２,９１８万７,７２８円、

国庫補助金７億４,４３７万５,６８０円、委託金８４０万７,１９８円です。 

 １４款県支出金は９億８,３１７万２,８４９円で、県負担金７億３７５万１,３８５円、県補

助金２億１６３万５,８５６円、委託金７,７７８万５,６０８円です。 

 １５款財産収入は２,９５０万７,３８７円で、財産運用収入、財産売払収入です。 
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 １６款寄附金は２億５,３８８万９,６３０円で、ふるさと宇美町応援寄附金が主なものです。 

 １７款繰入金は３億６,０１１万４,５００円で、財政調整基金繰入金、農業振興事業費財政基

金繰入金などです。 

 １８款繰越金は４億７,１７８万９,３７１円、１９款諸収入は２億６,４３５万１１７円、

２０款町債は１１億６,７０１万１,０００円です。 

 歳出では、１款議会費は１億１,５９６万３,００６円です。 

 ２款総務費は１９億８,４６９万２,７２４円で、総務管理費１７億６６７万４,１９１円、徴

税費１億７,６４５万６,８４５円、戸籍住民基本台帳費７,４７８万７５８円、選挙費

２,３３８万５,４３４円などで、うち総務管理費では基金費が主なものです。 

 ３款民生費は４５億８,６４８万１,１６５円で、社会福祉費２４億８,９４４万７,１１０円、

児童福祉費２０億９,７０３万４,０５５円です。社会福祉費では障害者福祉費、後期高齢者医療

費が主なものであり、児童福祉費では児童手当費、保育園費が主なものです。 

 ４款衛生費は１１億６,４８２万６,６８６円で、保健衛生費３億８０８万２,１９７円、清掃

費８億５,６７４万４,４８９円、うち清掃費では塵芥処理費が主なものです。 

 ５款労働費は１,９７９万１,２８８円、６款農林水産業費は１億５,５３４万２６７円、７款

商工費は１億２８４万２,７１４円です。 

 ８款土木費は１３億９,３５４万５,５５３円で、都市計画費６億５９万１,５７５円、住宅費

６億６,２０８万３,０８８円が主なものであり、９款消防費は４億７,２２１万８,８１５円です。 

 １０款教育費は１７億６,８６５万８,７３９円で、教育総務費２億５,６２８万５,５３８円、

小学校費４億９９８万３,７０１円、中学校費２億５,４５０万６,０２６円、幼稚園費１億

２,４０１万８,８３７円、社会教育費４億５,３７３万４,２３２円、保健体育費２億

７,０１３万４０５円、１２款公債費は９億９,９９１万１,７５１円です。 

 審査の過程では、歳出、歳入、総括の順で詳細に内容を質しました。この間の過程については

質疑が多数ありましたので、特別委員会の記録を参考とすることで記述は省略させていただきま

した。採決の結果は、認定とするものと決したことを報告します。 

 以上、決算審査特別委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（古賀ひろ子君）  報告が終わりましたので、委員長報告の審査経過と結果に対しての質疑

に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  ないようです。質疑を終結します。 

 飛賀委員長、議席に戻ってください。 

 念のため申し上げます。これから行う討論及び採決は、それぞれの議案ごとに行います。 
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 では、認定第１号 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、認定第１号 平成３１年度宇美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

てを採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。 

 したがって、本案は委員長報告のとおり認定することに決定されました。 

 次に、認定第２号 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について討論

を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、認定第２号 平成３１年度宇美町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定されました。 

 次に、認定第３号 平成３１年度宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定について討論

を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、認定第３号 平成３１年度宇美町上水道事業会計利益の処分及び決算認定について

を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する
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ことに決定されました。 

 次に、認定第４号 平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定

について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、認定第４号 平成３１年度宇美町流域関連公共下水道事業会計利益の処分及び決算

認定についてを採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は認定するとするものです。委員長の報告のとおり認定することに

賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定されました。 

 次に、認定第５号 平成３１年度宇美町一般会計歳入歳出決算認定について討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、認定第５号 平成３１年度宇美町一般会計歳入歳出決算認定についてを採決いたし

ます。 

 本案に対する委員長の報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．報告第１号

○議長（古賀ひろ子君）  日程第６、報告第１号 平成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不

足比率についての報告を行います。報告を求めます。 

 中西財政課長。 

○財政課長（中西敏光君）  それでは、御報告させていただきます。 

 報告第１号 平成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不足比率について。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平

成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不足比率を別紙のとおり監査委員の意見をつけて議会
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に報告するものです。 

 １ページをめくっていただきまして、１ページが健全化比率の報告書になっております。

２ページが資金不足比率についての報告書、３ページ、次の４ページが監査委員からの一般会計

の審査意見書、５ページが公営企業会計の審査意見書となっております。６ページ以降に健全化

判断比率と資料を添付いたしております。まず、こちらのほうから説明させていただきたいと思

いますので、次の７ページをお願いいたします。 

 上段にあります地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要を御覧ください。健全化判断

比率は地方公共団体の財政の健全性を示す資料として、上の表の図表の左下になりますが、ペー

ジで言いますと中ほどの左側になりますが、縦列で実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債

費比率、将来負担比率、そして、公営企業の経営の健全性を示す指標として資金不足比率があり、

毎年この財政指標の算定と公表が義務づけられております。また、判断比率のいずれかが早期健

全化基準以上となった場合には財政健全化計画を、財政再生基準以上になった場合には財政再生

計画を、また公営企業が経営健全化基準を超えた場合には経営健全化計画の策定が義務づけられ

るものでございます。 

 ７ページ中段の下の表は、どの比率にどこまでの会計等が対象になるかを表したものとなって

おります。 

 次の８ページをお願いいたします。健全化判断比率等の算出式ということで、ここに各比率の

算定式を掲載しております。簡単に説明させていただきますと、まず１つ目の実質赤字比率は、

普通会計における実質赤字の標準財政規模の額に対する比率で、宇美町では、一般会計を対象と

するものです。 

 次の連結実質赤字比率は、一般会計と上水道事業などの公営企業会計及び国保などの保険等事

業会計の公営事業会計における実質赤字の標準財政規模の額に対する比率となっております。 

 次の実質公債費比率は、一般会計、公営事業会計に一部事務組合・広域連合を対象に、一般会

計が負担する実質的な公債費の標準財政規模の額に対する比率で、過去３か年の平均値で算出さ

れます。 

 次の将来負担比率は、地方公共団体が設立しました一定の法人の負債の額等を含めて、一般会

計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模の額に対する比率となっております。 

 その下の資金不足比率は、公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率となっております。 

 次の９ページ以降につきましては、１年前になりますけれども、平成３０年度決算に基づく健

全化判断比率・資金不足比率の概要確報を添付しております。平成３０年度決算に基づく健全化

判断比率が早期健全化基準以上である団体は、１団体ということございました。この団体につき

ましては、財政再生基準を超えている団体になります。この概要が１０ページ、１１ページまで
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続いておりまして、最後の１２ページには、糟屋地区１市７町の平成３０年度決算に基づく比率

の一覧表を添付しております。後ほど、御参照いただきたいと思います。 

 それでは、平成３１年度の健全化判断比率の報告をさせていただきます。戻っていただきまし

て、１ページが報告書となっておりますが、説明につきましては４ページの監査委員の審査意見

書によりまして、報告させていただきます。 

 中段の表を御覧ください。上段の実質赤字比率は、一般会計の実質収支が赤字の場合のみ比率

が表示されるもので、先ほど認定していただきました平成３１年度一般会計決算において、実質

収支３億１,８５０万６,７５６円で、４.４４％の黒字となっていますので、比率は表示されて

いません。なお、早期健全化基準は１３.９９％となっております。 

 次の連結実質赤字比率は、宇美町では一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別

会計、上水道事業会計及び流域関連公共下水道事業会計を連結の対象として、実質収支の比率を

算定するものです。平成３１年度全会計の決算では、１３.３４％の黒字となりましたので、比

率は表示されておりません。なお、早期健全化基準は１８.９９％となっております。 

 次の実質公債比率は──公債費比率は一般会計等が負担する元利償還金等の公債費などの標準

財政規模を基本とした額に対する比率を表すものですが、一般会計、国保会計、後期高齢者医療

会計、上下水道会計のほか、加入している一部事務組合等の元利償還金相当額を含めての負担率

を算出しています。平成３１年度の実質公債費比率は７.７％となっており、早期健全化基準

２５％を下回っております。 

 次の将来負担比率は、一般会計、国保会計、後期高齢者医療会計、上下水道会計のほか、一部

事務組合等を対象にして、一般会計における将来の財政負担を示す指標であり、一般会計の地方

債残高、上下水道会計の償還金の繰出見込額、退職手当負担見込額等により比率が算出され、平

成３１年度の将来負担比率は０.９％となっており、早期健全化基準３５０％を下回っておりま

す。 

 以上のとおり、各比率ともに早期健全化基準を下回っており、財政健全化計画策定の義務は発

生をいたしておりません。 

 続きまして、平成３１年度の資金不足比率について御報告をいたします。２ページが報告書と

なっておりますが、こちらも５ページの監査委員の審査意見書によりまして、報告をさせていた

だきます。 

 資金不足比率は、公営企業の資金不足額を公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の悪化の度合いを示すものであり、資金の不足額は流動負債の額から、流

動資産等の額を控除することなどを基本としており、欠損金とは異なるものでございます。 

 中段の表を御覧ください。平成３１年度上水道事業会計決算、その下の流域関連公共下水道事
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業会計決算は、ともに資金不足比率は表示されておりません。 

 以上により、両会計ともに経営健全化基準２０％を下回っていますので、経営健全化計画策定

の義務は発生いたしておりません。 

 以上、宇美町におきましては、財政健全化計画及び経営健全化計画策定の義務は発生していな

いということで、簡単でございますが報告を終わらせていただきます。 

○議長（古賀ひろ子君）  報告が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  ないようです。質疑を終結します。 

 報告第１号 平成３１年度宇美町健全化判断比率及び資金不足比率についての報告を終結しま

す。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第一．諮問第２号

○議長（古賀ひろ子君）  追加日程第一、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題

といたします。提案理由の説明を求めます。 

 飯西社会教育課長。 

○社会教育課長（飯西美咲君）  よろしくお願いいたします。 

 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について。 

 人権擁護委員の候補者に次の者を推薦する。令和２年９月１５日提出。宇美町長木原忠。 

 氏名平島直美。住所、生年月日は記載のとおりでございます。 

 提案理由でございますが、人権擁護委員小林文弘氏の任期が令和２年１２月３１日で満了する

ことに伴い、平島直美氏を候補者として推薦することについて、人権擁護委員法第６条第３項の

規定により議会の意見を求めるものでございます。 

 次の１ページをお願いいたします。参考資料１としまして、平島直美氏の略歴を添付しており

ます。 

 次の２ページをお願いいたします。参考資料２としまして、人権擁護委員法の抜粋及び人権擁

護委員名簿を記載しております。御参照ください。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（古賀ひろ子君）  説明が終わりましたので採決に入ります。この採決は、起立によって行

います。 

 これから、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。 

 本案について、人権擁護委員候補者として適任という意見を付することに賛成の方は起立願い
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ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、諮問第２号は人権擁護委員候補者と

して適任という意見を付することに決定いたました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第二．発議第３号

○議長（古賀ひろ子君）  追加日程第二、発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地

方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを議題といたします。

趣旨説明を求めます。 

 南里議会運営委員会委員長。 

○議会運営委員会委員長（南里正秀君）  発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地

方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について。 

 上記の議案を別紙のとおり、宇美町議会会議規則第１４条第３項の規定により提出する。 

 令和２年８月２８日。宇美町議会議長古賀ひろ子殿。提出者、議会運営委員会委員長南里正秀。 

 意見書を朗読しまして、趣旨説明とさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め

る意見書。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生活

への不安が続いている中で、地方税、地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。

地方自治体は、福祉、医療、教育、子育て、防災、減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策

など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政は、

かつてない厳しい状況になることが予想される。よって、国においては、令和３年度地方財政対

策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。 

 記。１、地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保、充実

すること。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、

償還財源を確保すること。 

２、地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総

額を確保すること。 

３、令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補 措置を

講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め、弾力的に対応す

ること。 

４、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税
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の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設、拡充、継続に当たっては、有効性、

緊急性等を厳格に判断すること。 

５、特に固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家

屋、償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策とし

て講じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置とし

て、期限の到来をもって確実に終了すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 なお、提出先は、記載の議長及び大臣でありますが、９月１６日に新内閣が組閣されましたの

で、お名前につきましては、可決いただけましたら送付時点においての議長、大臣に提出予定で

ございます。 

 以上、御審議の上、御賛同いただきますようお願いいたしまして、趣旨説明を終わります。 

○議長（古賀ひろ子君）  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  ないようです。質疑を終結します。 

 南里委員長、議席に戻ってください。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  討論なしと認めます。 

 これから、発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを採決いたします。 

 本案を原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（古賀ひろ子君）  起立全員であります。したがって、発議第３号は原案のとおり可決され

ました。 

 お諮りします。ただいま可決されました意見書を地方自治法第９９条の規定により、提出する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

 したがって、意見書を地方自治法第９９条の規定により、提出することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．閉会中の所管事務調査について
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○議長（古賀ひろ子君）  日程第７、閉会中の所管事務調査についてを議題といたします。会議規

則第７５条により、各常任委員会から所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査をするこ

との申出があっております。 

 お諮りします。各常任委員会からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

 各常任委員会から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（古賀ひろ子君）  以上をもちまして、本定例会の会議に付された事件は、全て終了いたし

ました。 

 これをもちまして、本９月定例会を閉会することにいたしたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（古賀ひろ子君）  異議なしと認めます。 

 したがって、令和２年９月宇美町議会定例会を閉会いたします。 

○議会事務局長（川畑廣典君）  起立願います。礼。お疲れさまでした。 

10時54分閉会 

────────────────────────────── 
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